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1. 点検結果の記入要領

点検調書の記入要領を以下に示す｡

1.1 一次点検
一次点検においては、対象施設（スノーシェッド、ロックシェッド、スノーシェルター）の点検を実施し、点検調書（その１～３）を作成する。

1) シェッド点検調書
対象施設（スノーシェッド、ロックシェッド）の点検を実施し、点検調書（その１～３）を作成する。

· 点検調書（その1）スノーシェッド、ロックシェッド点検集計表（共通）

· 点検調書（その2）スノーシェッド、ロックシェッド(PC)点検シート
· 点検調書（その2）スノーシェッド、ロックシェッド(RC)点検シート
· 点検調書（その2）スノーシェッド、ロックシェッド(メタル)点検シート

· 点検調書（その3）スノーシェッド、ロックシェッド点検結果写真（共通）

ここで、判定区分については、以下の「点検の判定区分」による。「健全」、「対策不要」、「状況に応じ早めに対策」、「早急に補修補強」、「緊急対応の必要」と判断した箇所と損傷状況を記入する。

点検の判定区分

・健全　　　　  ：点検の結果、変状や損傷が認められない状態。

・対策不要　　　：軽微な変状が認められるが、規模が小さく、深刻な原因も予想されず、直ちに補修するほどの緊急性はなく、放置しても利用者被害に結びつくまで著しく変状する可能性がないと判断される状態。

例）コンクリート部分における幅0.2mm以下のヘアクラック。

・状況に応じ
早めに対策　  ：変状があるが、現状では利用者被害の可能性はなく、日常の維持工事等により早めに対策を行い、変状箇所や損傷部位の機能を復旧できる状態。

・早急に補修補強：今後変状が進行すると利用者被害の可能性が考えられ、早急に補修補強対策の実施が必要な場合。

・緊急対応の必要：利用者被害の可能性がある状態で、応急措置が必要であるとともに、今後も利用者被害の可能性が高く、緊急対応の実施が必要な場合。

また、点検は足場や高所作業車は使用せず、人力（望遠鏡、双眼鏡、検査ハンマー等）で点検可能な箇所を対象とする。現地にはブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。なお、ＰＣ・メタル製の柱・梁を持つ構造の場合には、１セットごとにセット番号も併せてナンバーリングして、損傷箇所を特定できるようにする。
2) シェルター点検調書
対象施設（スノーシェルター）の点検を実施し、点検調書（その１～３）を作成する。

· 点検調書（その1）スノーシェルター点検集計表（共通）

· 点検調書（その2）スノーシェルター点検シート

· 点検調書（その3）スノーシェルター点検結果写真（共通）

ここで、判定区分については、以下の「点検の判定区分」による。「健全」、「対策不要」、「状況に応じ早めに対策」、「早急に補修補強」、「緊急対応の必要」と判断した箇所と損傷状況を記入する。
点検の判定区分

・健全　　　　  ：点検の結果、変状や損傷が認められない状態。

・対策不要　　　：軽微な変状が認められるが、規模が小さく、深刻な原因も予想されず、直ちに補修するほどの緊急性はなく、放置しても利用者被害に結びつくまで著しく変状する可能性がないと判断される状態。

・状況に応じ
早めに対策　　：変状があるが、現状では利用者被害の可能性はなく、日常の維持工事等により早めに対策を行い、変状箇所や損傷部位の機能を復旧できる状態。

・早急に補修補強：今後変状が進行すると利用者被害の可能性が考えられ、早急に補修補強対策の実施が必要な場合。

・緊急対応の必要：利用者被害の可能性がある状態で、応急措置が必要であるとともに、今後も利用者被害の可能性が高く、大規模な補修補強対策の実施が必要な場合。

また、点検は足場や高所作業車は使用せず、人力（望遠鏡、双眼鏡、検査ハンマー等）で点検可能な箇所を対象とする。現地にはブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

1.2 二次点検
1) 点検調書（その１）施設の諸元（施設単位）
本調書では、対象施設の諸元について施設に関するデータベースなどを活用し施設単位で整理する。

また、対象施設の一般図（平面図、側面図、断面図）などを整理し、定期点検の所見として、複数の部材の複数の損傷を総合的に判断するなど、施設全体としての状態についての所見を記載する。

点検調書（その１）の記入要領は、以下のとおりとする。

· 下記の項目以外については、施設に関するデータベースなどを活用すること。

· 「一般図」：施設全体の一般図（平面図、側面図、断面図）

2) 点検調書（その２）部材番号図および損傷図（5ブロック単位）
本調書では、対象施設の部位・部材の損傷の種類・程度や箇所などを5ブロック単位に整理する。
点検調書（その２）の記入要領は、以下のとおりとする。

· 価区分記号、の順序で記入する（「部材名称」については「表 1.2」を、「損傷種類番号・損傷名」及び「損傷程度の評価区分記号」については「付録－１」を参照）。

また、各損傷箇所に対応した写真の番号（「点検調書（その５）」の写真番号）を記入する。

なお、記入にあたっては、以下の凡例の内容を損傷図に添付し、参考としても良い。

	損傷の種類
	表　　示
	損傷の種類
	表　　示

	ひびわれ
	[image: image1.emf]点検調書（その１）　施設の諸元（施設単位）

様式－

1

～

m ブロック

年 月 年 月 日

年 月点検

年 月点検

 供用年月日

 施設管理番号  施設名

 路線名

 所在地

昭和  構造タイプ

 管内名称

 事務所名

 施設全延長



 距離標



前回詳細点検 平成

一　　般　　図 位　　置　　図　（縮尺　1/25,000）

前回１次点検 平成



 ブロック数

 点検年月日 平成  点検者名



被災履歴

所　　見

点検調査方法



補修履歴



	遊離石灰
	

	剥離
	
	漏水
	

	鉄筋露出
	
	その他
	


点検の結果は、単に損傷の大小という情報だけではなく、効率的な維持管理を行うための基礎的な情報として様々な形で利用される。例えば、ひびわれ状況をもとにアルカリ骨材反応を検討したり、亀裂の発生箇所周辺の損傷状況をもとに損傷原因を考察したりする場合には、損傷図が重要な情報源となる。

したがって、損傷の程度を適切な方法で詳細に記録しなければならない。損傷状況を示す情報のうち、定性的な評価基準(付録－１)を用いて損傷の程度を表せない情報については、本点検調書上で、損傷図や文章等を用いて記録することとする。
以下に、定性的な評価基準で損傷の程度を表せない情報に対する記録方法例を示す。
· コンクリート部材におけるひびわれの状況のスケッチ
（スケッチには、主要な寸法も併記する）
· コンクリート部材におけるうき、剥離、変色等の変状箇所および範囲のスケッチ

· 鋼製部材の亀裂発生位置、進展の状況のスケッチ
· 鋼製部材の変形の位置や状況のスケッチ
· 漏水箇所など変状の発生位置
3) 点検調書（その３）現地状況写真（ブロック単位）
本調書では、対象施設の全景、路面、正面等の現地状況写真などをブロック単位で整理する。

点検調書（その３）の記入要領は、以下のとおりとする。

· 下記の項目以外については、施設に関するデータベースなどを活用すること。

· 「写真番号」：写真と対応した番号（１から順に記入。写真は横方向に順に貼付する。）

· 「ブロック番号」：写真に対応したブロック番号

· 「写真説明」：撮影対象箇所（側面、路面、正面等）

· 「撮影年月日」：写真の撮影年月日

· 「メモ」：写真内容の補足説明

4) 点検調書（その４）損傷写真（ブロック単位）
本調書では、点検の結果把握された代表的な損傷の写真などをブロック単位で整理する。

点検調書（その４）の記入要領は、以下のとおりとする。

· 下記の項目以外については、施設に関するデータベースなどを活用すること。

· 「写真番号」：写真と対応した番号（１から順に記入：写真は横方向に順に貼付ける）

· 「ブロック番号」：写真に対応したブロック番号

· 「部材名」：主梁、支柱などの部材名（「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）
· 「損傷の種類」：損傷名（腐食、亀裂　等：「付録－１」参照）
· 「損傷程度」：損傷程度の評価区分記号（「付録－１」参照）

· 「撮影年月日」：写真の撮影年月日
· 「メモ」：写真内容の補足説明

なお、貼付した写真には起点・終点の方向を記入する｡また、写真撮影にあたっては、できるだけ黒板(下図参照)を入れて撮影することとし、さらにスケールが判るようなものを添えておくことが望ましい｡

	１．写真番号
２．施設名
３．部材名
４．損傷の種類及び番号


5) 点検調書（その５）健全度ランク判定結果（ブロック単位）
本調書では、主部材の損傷に対する健全度ランク判定結果について、損傷種類毎に、ブロック単位で記載する。なお、「主部材」は、本マニュアル（案）６．２に規定するものであり、健全度ランクの判定については、「付録－２　健全度ランク判定要領」を参照する。

点検調書(その５)の記入要領は，以下のとおりとする。

· 下記の項目以外については、「道路管理データベースシステム」のデータなどを活用すること。

· 「工種」：上部構造、下部構造などの区分記号（Ｓ、Ｐ、Ａ　等；「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）
· 「材料」：鋼、コンクリートなどの部材材質区分記号（Ｓ、Ｃ、Ｘ　等；「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）

· 「部材種別」

「名称」：主桁、頂版などの部材名（「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）

「記号」：部材名称に対応した部材記号（Ｍｇ、Ｄｓ、Ｂｈ等；「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）

· 「損傷程度」

「損傷程度の評価」：損傷程度の評価区分記号（「付録－１」参照）

「定量的に取得した値」：各要素における定量的に得られる計測値（定量的に取得した場合に限る。なお、この欄は、当面は該当するものはなく、将来、定量的評価方法を定めた後に使用するものである。）

「単位」：定量的に取得した値の単位（同上）

· 「健全度ランク」：「付録－２」表 1.3～6を参照に記入

· 「損傷パターン」：損傷パターンの区分番号（損傷の種類が「ひびわれ」の場合のみ記入；
「付　録－１」参照）

· 「損傷の種類」：損傷の種類名（腐食、亀裂等；「付録－１」参照）

· 「分類」：各損傷における機能や材料等の分類番号（損傷の種類が「防食機能の劣化」「コンクリート補強材の損傷」「定着部の異常」「変色・劣化」の場合のみ記入；「付録－１」参照）

6) 点検調書（その６）損傷程度の評価結果総括（ブロック単位）
本調書では、対象施設の全ての部材について、損傷の種類・程度を、ブロック毎に、前回定期点検結果と対比するように整理する。

「損傷の種類(程度)」欄については、点検調書の記録を整理して記入する。各部材において、複数の損傷が記録される場合は、それぞれの損傷を記入する。また、同じ損傷で程度の異なるものについては、最も損傷程度の進行しているものを記入する。

点検調書（その６）の記入要領は、以下のとおりとする。

· 下記の項目以外については、施設に関するデータベースなどを活用すること。

· 「工種」：上部構造、下部構造などの区分記号（S、P、A等：「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）

· 「材料」：鋼、コンクリートなどの部材材質区分記号（S、C、X等：「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）
· 「部材種別」

「名称」：主桁、頂版などの部材名（「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）

「記号」：部材名称に対応した部材記号（Mg、Ds、Bh等：「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）

· 「今回定期点検」

「点検日」：今回実施した点検年月日

「損傷の種類（程度）」：部材の損傷種類（損傷程度の評価区分記号）

　　　　　　　　　　　　（腐食（ａ）、ひびわれ（ｃ）等：「付録－１」参照）
· 「前回定期点検」

「点検日」：前回実施した点検年月日

「損傷の種類（程度）」：部材の損傷種類（損傷程度の評価区分記号）

（腐食（ａ）、ひびわれ（ｃ）等：「付録－１」参照）
7) 点検調書（その７）健全度ランクおよび対策区分判定結果（ブロック単位）
本調書では、主部材の損傷に対する対策区分判定結果について、部材番号毎，損傷種類毎に，ブロック単位で記載する。なお、「主部材」は、本文６．２に規定するものであり、対策区分の判定については、本文６．５及び付録－２「健全度ランク判定要領」を参照する。

「検査結果」欄には、推定される損傷の原因、進行性についての評価、当該損傷に対する判定の根拠とその考え方などの所見を記述する。

点検調書(その７)の記入要領は，以下のとおりとする。

· 下記の項目以外については、施設に関するデータベースなどを活用すること。

· 「工種」：上部構造、下部構造などの区分記号（S、P、A　等：「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）
· 「材料」：鋼、コンクリートなどの部材材質区分記号（S、C、X　等：「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）
· 「部材種別」
「名称」：主梁、頂版などの部材名（「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）

「記号」：部材名称に対応した部材記号（Mg、Ds、Bh　等：「表 1.2　各部材の名称と記号」参照）

· 「損傷の程度」

「最大」：対象部材を構成する要素のなかで、当該損傷の最大となる損傷程度の評価区分記号（「付録－１」参照）

「最小」：同じく、最小となる損傷程度の評価区分記号（「付録－１」参照）

· 「健全度ランク」：部材種別毎に「付録－２　健全度ランク判定要領」を参照し記入
· 「対策区分」：対策区分毎に損傷の種類名を記入（対策区分(Ｋ、Ｅ１、Ｅ２、Ｍ、Ｓ)は本文６．　　　　　　　５、及び付録－２「健全度ランク判定要領」を参照、損傷の種類名は付録－１「損傷　評価基準」を参照）
対策区分Ｅ１については、対策として補修で足りるか、又は更新（部材の更新又は施設の取替え）が必要かを併せて判定し、更新と判定した場合は「更新」欄に○印を付ける。

· 「検査結果」

「原因」：施設における損傷現象は多様な形態で現れ、その原因も種々な要因が複雑に関連している場合が多く見られる。例えば、コンクリートの「塩害」（根本原因）により「ひびわれ」という損傷が発生し、その「ひびわれ」を直接的な原因として「漏水・遊離石灰」に、さらにひびわれからの漏水により「材料劣化」して「腐食」という損傷に発展するなどである。このように、損傷の原因を明確に確定することはかなり難しいが、定期点検では、主部材の対策工法を検討するに際して必要な原因を確定若しくは推定することを目的に、表 1.1の6つの重大損傷原因（その他を加えて7つ）を記載することとした。このため、原因は、根本原因、直接的な原因を区分することなく、対策工法を検討するために考慮するものを記載する。ただし、原因が推定もできない場合は、無理して記載することなく、「不明」とすること。
表 1.1　損傷原因の種類

	鋼
	コンクリート
	備考

	①疲労
	①疲労
	外力作用に起因

	
	②塩害
	環境に起因

	
	③凍害
	

	
	④アルカリ骨材反応
	材料劣化に起因

	
	⑤中性化
	

	⑥材料劣化
	
	

	⑦その他（　）
	⑦その他（　）
	


なお、「⑦その他（　）」を記載する場合には、分かる範囲で（　）内に損傷原因名を記載すること。この際、次に示す11項目に代表させたものが参考となる。

	【外的原因】

ｱ）外力作用に起因

· 想定外の荷重

· 衝突

· 偏土庄・圧密沈下

· 洗掘・浸食

· 地震

ｲ）環境に起因

· 乾燥収縮・温度応力

· 化学的腐食
	
	【内的原因】

ｳ）材料劣化に起因

· 品質の経年変化

ｴ）製作・施工に起因

· 製作・施工不良

· 防水・排水工不良

ｵ）設計・構造に起因

· 構造形式・形状不良


「所見」：当該損傷に対する判定の根拠とその考え方などの所見を自由記入。

詳細調査を経ないで追跡調査が必要と判定した場合は、「所見」欄に、追跡調査を行う旨とその頻度を記載すること。

また、原因の相互関係、例えば、「腐食」の直接的原因が「材料劣化」の場合、「原因」欄には「⑥材料劣化」と記載し、「所見」欄に、「頂版ひびわれからの漏水を根本原因としている」などを記載するのが望ましい。

表 1.2　各部材の名称と記号

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	上部工
	　
	Ｓ
	シェッド
	Ss
	鋼
	Ｓ
	主梁
	　
	Mg
	main girder

	　
	
	
	シェルター
	Ys
	コンクリート
	Ｃ
	床版
	　
	Ds
	deck、 slab、 deck slab

	　
	
	
	その他
	Xs
	その他
	Ｘ
	横桁
	　
	Cr
	cross beam

	　　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	壁部
	谷側
	Ｋ
	壁式
	Wk
	鋼
	Ｓ
	柱部・壁部
	　
	Pw
	wall

	　
	山側
	
	支柱式
	Tk
	コンクリート
	Ｃ
	梁部
	　
	Pb
	beam

	　
	
	
	その他
	Xk
	その他
	Ｘ
	隅角部・接合部
	Pc
	cross

	　
	
	
	
	
	
	
	その他
	　
	Px
	　

	　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	下部工
	基礎
	Ｆ
	基礎
	Ff
	鋼
	Ｓ
	フーチング
	　
	Ff
	footing

	　
	
	
	その他
	Xf
	コンクリート
	Ｃ
	その他
	　
	Fx
	　

	　
	
	
	
	
	その他
	Ｘ
	　
	　
	
	　

	　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	支承部
	　
	Ｂ
	支承
	Be
	鋼
	Ｓ
	支承本体
	　
	Bh
	shoe、bearing

	　
	
	
	その他
	Xe
	コンクリート
	Ｃ
	沓座ﾓﾙﾀﾙ
	　
	Bm
	mortar

	　
	
	
	
	
	その他
	Ｘ
	台座ｺﾝｸﾘｰﾄ
	　
	Bc
	concrete

	　
	
	
	
	
	　
	　
	その他
	　
	Bx
	　

	　


	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	路上
	　
	Ｒ
	高欄
	R
	鋼
	Ｓ
	高欄
	　
	Ra
	railing

	　
	
	
	　
	　
	コンクリート
	Ｃ
	　
	　
	
	　

	　
	
	
	
	
	その他
	Ｘ
	　
	　
	
	　

	　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	路上
	　
	Ｒ
	防護柵
	G
	鋼
	Ｓ
	防護柵
	　
	Gf
	guard　fence

	　
	
	
	　
	　
	コンクリート
	Ｃ
	　
	　
	
	　

	　
	
	
	
	
	その他
	Ｘ
	　
	　
	
	　

	　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	路上
	　
	Ｒ
	地覆
	F
	鋼
	Ｓ
	地覆
	　
	Fg
	felloe　guard

	　
	
	
	　
	　
	コンクリート
	Ｃ
	　
	　
	
	　

	　
	
	
	
	
	その他
	Ｘ
	　
	　
	
	　

	

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	路上
	　
	Ｒ
	中央分離帯
	M
	鋼
	Ｓ
	中央分離帯
	　
	Me
	median

	　
	
	
	　
	　
	コンクリート
	Ｃ
	　
	　
	
	　

	　
	
	
	
	
	その他
	Ｘ
	　
	　
	
	　

	　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	路上
	　
	Ｒ
	縁石
	C
	鋼
	Ｓ
	縁石
	　
	Cu
	curb

	　
	
	
	　
	　
	コンクリート
	Ｃ
	　
	　
	
	　

	　
	
	
	
	
	その他
	Ｘ
	　
	　
	
	　

	　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	路上
	　
	Ｒ
	舗装
	P
	アスファルト
	Ａ
	舗装
	　
	Pm
	pavement

	　
	
	
	　
	　
	コンクリート
	Ｃ
	　
	　
	
	　

	　
	
	
	
	
	その他
	Ｘ
	　
	　
	
	　

	　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	路上
	　
	Ｒ
	遮音施設
	S
	鋼
	Ｓ
	遮音施設
	　
	Si
	sound　insulation

	　
	
	
	　
	　
	その他
	Ｘ
	　
	　
	
	　

	　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	排水施設
	　
	Ｄ
	排水施設
	D
	鋼
	Ｓ
	排水ます
	　
	Dr
	drain

	　
	
	
	　
	　
	塩ビ
	Ｒ
	排水管
	　
	Dp
	drainpipe

	　
	
	
	
	
	その他
	Ｘ
	その他
	　
	
	　

	　

	工種
	構造形式
	材料
	部材種別

	点検施設
	　
	Ｉ
	点検施設
	I
	鋼
	Ｓ
	点検施設
	　
	Ip
	inspection　path

	　
	
	
	　
	　
	その他
	Ｘ
	　
	　
	
	　

	　


· RC構造

[image: image2.emf]スノーシェッド・ロックシェッド（PC）点検シート

調書－２

管内名称

施設名 事務所名

ブロック番号

ブロック延長 m

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を点検したもの、 ２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェッド・ロックシェッド点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡による目視を含む）を主体にシェッドの状況を把握する。

○　本調書は概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式（ＰＣ・ＲＣ・メタル等）が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

　　なお、ＰＣ・メタル製の柱・梁を持つ構造の場合には、１セットごとにセット番号も併せてナンバーリングして、損傷箇所を特定できるようにする。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

⑤屋根からの水漏れがないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか



済・未

山側支承

（接合）部

床版

内空部

主梁

判定番

号記入

判    定  （該当欄に コメント ｏｒ ○ を記入）

済・未

済・未

劣化

要因



路線名

箇所名

供用年月日

谷側支承

（接合）部

点検箇所

施設全延長

Ｐ

Ｃ

点検項目

済・未

済・未

柱 済・未


図 1.1　部材の名称（その１）

· [image: image3.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①ＰＣ鋼材の露出がないか

②モルタルに割れ・破損がないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②部材に破損・変形があるか

③鉄筋が露出しているか

④落石や倒木がないか

⑤土砂の堆積がないか

⑥斜面からの流水がないか

①めくれや脱落がないか

②やぶれや割れがないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に変位がないか

④湧水がないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に変位がないか

④湧水がないか

①段差や変位がないか

②クラックがないか

①段差やクラックがないか

②穴がないか

①変位や破損がないか

②泥や土砂の詰まりがないか

雪庇

防止柵

済・未 ①破損・変形がないか

サンドクッ

ション

済・未 ①流出や偏りがないか

谷側受台 済・未

防水工

床版

屋根部

済・未

済・未

判    定  （該当欄に コメント ｏｒ ○ を記入）

劣化

要因

判定番

号記入

歩道（監

査歩廊）

済・未

済・未

ＰＣ鋼材

定着部

山側受台



点検箇所 済・未 点検項目

Ｐ

Ｃ

済・未



点検できなかった箇所

その他コメント



共

通

舗装 済・未

排水工 済・未

PC構造

図 1.2　部材の名称（その２）
· 鋼構造

[image: image4.bmp]
図 1.3　部材の名称（その３）
· シェルター鋼構造

[image: image5.bmp]
図 1.4　部材の名称（その４）

2. 点検調書の記入様式

2.1 一次点検

2.1.1 シェッド
1) 点検調書（その１）スノーシェッド・ロックシェッド点検集計表(施設単位)　（共通）
[image: image6.bmp]
2) 点検調書（その２）スノーシェッド・ロックシェッド（PC）点検シート
[image: image7.emf]スノーシェッド・ロックシェッド（RC）点検シート

調書－２

管内名称

施設名 事務所名

ブロック番号

ブロック延長 m

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を点検したもの、 ２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェッド・ロックシェッド点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡による目視を含む）を主体にシェッドの状況を把握する。

○　本調書は概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式（ＰＣ・ＲＣ・メタル等）が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

　　なお、ＰＣ・メタル製の柱・梁を持つ構造の場合には、１セットごとにセット番号も併せてナンバーリングして、損傷箇所を特定できるようにする。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形・変位がないか

④鉄筋の露出があるか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形・変位がないか

④鉄筋の露出があるか

⑤屋根からの水漏れがないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形・変位がないか

④鉄筋の露出があるか

⑤湧水がないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②部材に破損・変形があるか

③鉄筋が露出しているか

④落石や倒木がないか

⑤土砂の堆積がないか

⑥斜面からの流水がないか

済・未

頂部

（内空）

済・未

山側壁 済・未



谷側壁



点検箇所 済・未

判    定  （該当欄に コメント ｏｒ ○ を記入）

Ｒ

Ｃ

頂部

（外側）

済・未

路線名

箇所名

供用年月日

施設全延長

判定番

号記入

劣化

要因



点検項目


[image: image8.bmp]
3) 点検調書（その２）スノーシェッド・ロックシェッド（RC）点検シート
[image: image9.bmp]
[image: image10.bmp]
4) 点検調書（その２）スノーシェッド・ロックシェッド（メタル）点検シート
[image: image11.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①段差や変位がないか

②クラックがないか

①段差やクラックがないか

②穴がないか

①変位や破損がないか

②泥や土砂の詰まりがないか

雪庇

防止柵

済・未 ①破損・変形がないか

サンドクッ

ション

済・未 ①流出や偏りがないか

点検できなかった箇所

その他コメント



共

通

舗装 済・未

排水工 済・未

歩道（監

査歩廊）

済・未

点検箇所 済・未

判定番

号記入

劣化

要因

点検項目

判    定  （該当欄に コメント ｏｒ ○ を記入）


[image: image12.emf]スノーシェッド・ロックシェッド（メタル）点検シート

調書－２

管内名称

施設名 事務所名

ブロック番号

ブロック延長 m

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を点検したもの、 ２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェッド・ロックシェッド点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡による目視を含む）を主体にシェッドの状況を把握する。

○　本調書は概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式（ＰＣ・ＲＣ・メタル等）が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

　　なお、ＰＣ・メタル製の柱・梁を持つ構造の場合には、１セットごとにセット番号も併せてナンバーリングして、損傷箇所を特定できるようにする。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

⑤鋼材に錆び、亀裂があるか

⑥ボルトのゆるみ・脱落があるか

①部材に破損・変形があるか

②鋼材に錆び、亀裂があるか

③ボルトのゆるみ・脱落があるか

①部材に破損・変形があるか

②鋼材に錆び、亀裂があるか

③ボルトのゆるみ・脱落があるか

①部材に破損・変形があるか

②鋼材に錆び、亀裂があるか

③ボルトのゆるみ・脱落があるか

④屋根からの水漏れがないか



床版

内空部

主梁

点検項目

判定番

号記入

判    　　　　定 

済・未

済・未

劣化

要因



路線名

箇所名

供用年月日

谷側支承

（接合）部

点検箇所

施設全延長

メ

タ

ル

済・未

柱 済・未

済・未


5) 点検調書（その３）スノーシェッド・ロックシェッド点検結果記録図（共通）
[image: image13.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に破損・変形があるか

④鉄筋の露出があるか

⑤鋼材に錆び、亀裂があるか

⑥ボルトのゆるみ・脱落があるか

①部材に破損・変形があるか

②落石や倒木がないか

③土砂の堆積がないか

④斜面からの流水がないか

①めくれや脱落がないか

②やぶれや割れがないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に変位がないか

④湧水がないか

①コンクリートにひび割れがあるか

②コンクリートに白いシミがあるか

③部材に変位がないか

④湧水がないか

①段差や変位がないか

②クラックがないか

①段差やクラックがないか

②穴がないか

①変位や破損がないか

②泥や土砂の詰まりがないか

雪庇

防止柵

済・未 ①破損・変形がないか

サンドクッ

ション

済・未 ①流出や偏りがないか

谷側受台 済・未

防水工

山側支承

（接合）部

判    　　　　定 

済・未

劣化

要因

判定番

号記入

歩道（監

査歩廊）

済・未

済・未

床版

屋根部

山側受台 済・未



点検箇所 済・未 点検項目

メ

タ

ル

済・未



点検できなかった箇所

その他コメント



共

通

舗装 済・未

排水工 済・未


6) 点検調書（その４）スノーシェッド・ロックシェッド点検結果写真（共通）
[image: image14.emf]点検調書（その２）　部材番号図および損傷図（5ブロック単位）

様式－

2

～

m

／

年 月 年 月 日

シェッド展開図（5ブロック単位で変状記入）

延長　Ｌ＝ ｍ

△側

ブロック番号○ ブロック番号○ ブロック番号○ ブロック番号○ ブロック番号○

セット番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セット番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

凹側

 施設管理番号

部材番号図および損傷図

0



1

 点検年月日 平成  点検者名

 ブロック番号

 管内名称

 事務所名

 施設全延長



 距離標



 施設名

 路線名

 所在地

 供用年月日

終

点

側



起

点

側

昭和



 構造タイプ

至○○


2.1.2 シェルター

1) 点検調書（その１）スノーシェルタ点検集計表（施設単位）
[image: image15.emf]点検調書（その３）　現況状況写真（ブロック単位） 様式－ 3

～

m

／

年 月 年 月 日

年 月 年 月

年 月 年 月

 ブロック番号



 写真説明



 写真説明



 写真番号



 写真番号



撮影年月日

 写真番号

 ブロック番号

 写真説明



メ　　　モ



撮影年月日

メ　　　モ



 ブロック番号



 写真説明



0

撮影年月日

メ　　　モ



撮影年月日

メ　　　モ



 写真番号



 ブロック番号



 施設名

 路線名

 所在地

 供用年月日

 施設管理番号  管内名称

 事務所名

 施設全延長



 距離標



現　況　状　況　写　真



1

 点検年月日 平成  点検者名

 ブロック番号

 構造タイプ 昭和


2) 点検調書（その２）スノーシェルタ点検シート
[image: image16.emf]スノーシェルタ点検シート

調書－２

管内名称

事務所名

ブロック番号

ブロック延長

m

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を目視（望遠鏡含む）したもの、 ２：上部工の一部について確認できなかったもの、 ３：下部工の外部の一部について確認できなかったもの、

４：その他   → ４の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スノーシェルタ点検のポイント

○　徒歩による目視（望遠鏡を用いた目視を含む）を主体にシェルタの状況を把握する。

○　点検シートは概ね５ブロック単位（５０～６０ｍ）で作成するものとするが、上部工の構造形式が異なる場合には別調書とする。

○　現地にブロック番号（下部工の施工目地等で区分）をナンバーリングして、明瞭な位置表示を行ったうえで点検を実施する。

○　床版が橋梁の場合の点検は、橋梁点検で実施する。

1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要



ｼｪﾙﾀ全延長

雪庇

防止柵

済・未

済・未

④ボルトの脱落箇所があるか

⑤歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①支柱・梁・ネットに破損箇所があるか

②錆、腐食、ボルトの緩み・脱落があるか

覆工版 済・未

点検項目

出入口 済・未

①事故等によって破損しているか

②錆、腐食、ボルトの緩み・脱落があるか

③支柱・桁材に歪みがあるか

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①覆工版に破損、ひび割れ箇所があるか

②覆工版からの雨水等の流入があるか

③覆工版に外部から衝撃がかかっていないか

路線名

箇所名

供用年月日

支柱・

桁材

点検

上

部

工

点検箇所

ｼｪﾙﾀ名

判    　　　　定 

劣化

要因



判定番

号記入

済・未

コンク

リート

壁部

済・未

下

部

工

③コンクリートが沈下していないか

④上部工との連結部に問題はないか

⑤背後地の山側からの土砂等の土圧が加わっているか

⑥背後地の谷側の法面が沈下・崩壊しているか

⑦歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①コンクリートにひびわれがあるか

②鉄筋が露出しているところがあるか



③歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①扉の開閉に問題がないか

②扉に錆、腐食、ボルトの緩み・脱落があるか

③歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか


[image: image17.emf]1.健全 2.対策不要

3.状況に応じ早めに対策

4.早急に補修補強 5.緊急対応の必要

その他 済・未

照明

施設

済・未

交通

安全

施設

済・未

済・未

済・未

点検箇所

下

部

工

済・未

判    　　　　定 

判定番

号記入

劣化

要因

①暗渠工は機能しているか

②側溝は機能しているか

そ

の

他

舗装面

排水

施設

②段差はないか

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

点検項目

③表面が常時濡れていないか

①穴・ひびが入っていないか

②破損箇所がないか

③集水桝は機能しているか

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①器具等が正規に機能しているか

②漏電による停電はないか

③規定の照度はあるか（積雪時）

④歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①器具等が正規に機能しているか



点検できなかった

箇所

その他コメント



③歩行者・通行車両に危険と思われるところがあるか

①建築限界が確保されているか

②不法占用はないか


3) 点検調書（その３）スノーシェルタ点検結果記録図

[image: image18.emf]スノーシェッド・ロックシェッド点検集計表（施設単位） 　（共通）

調書－１

集計は、施設単位とし、5ブロックあたり1行でデータ入力を行う。

１　判　　　定   （１：健全、２：対策不要、３：状況に応じ早めに対策、４：早急に補修補強、５：緊急対応の必要）

２　施設点検状況  ［１：全項目を点検したもの、 ２：全項目を点検できなかったもの　　］
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4) 点検調書（その４）スノーシェルタ点検結果写真
[image: image19.wmf] 
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2.2 二次点検

2.2.1 シェッド、シェルター
1) [image: image20.wmf] 

 

支承接合部

 

PC

鋼材定着部

 

点検調書（その１）施設の諸元（施設単位）
2) 点検調書（その２）部材番号図および損傷図（5ブロック単位）
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3) 点検調書（その３）現況状況写真（ブロック単位）
[image: image22.wmf] 

 

コンクリート壁部

 


4) 点検調書（その４）損傷写真（ブロック単位）
[image: image23.emf]点検調書（その４）　損傷写真（ブロック単位） 様式－ 4

～

m

／

年 月 年 月 日

年 月 年 月

年 月 年 月

損　　傷　　写　　真



1

 点検年月日 平成  点検者名

 ブロック番号

 構造タイプ 昭和

 管内名称

 事務所名

 施設全延長



 距離標



 施設名

 路線名

 所在地

 供用年月日

 施設管理番号

0

撮影年月日

メ　　　モ



撮影年月日

メ　　　モ



 写真番号



 ブロック番号

メ　　　モ



撮影年月日

メ　　　モ



 ブロック番号



 写真説明



 写真番号

 ブロック番号

 写真説明



 写真説明



 写真番号



 写真番号



撮影年月日

 ブロック番号



 写真説明


5) 点検調書（その５）健全度ランク判定結果（ブロック単位）
[image: image24.emf]点検調書（その５）　健全度ランク判定結果（ブロック単位）

様式－

5

～

m

／

年 月 年 月 日



健全度

ランク



損傷程度

の評価

要素番号 記　号

部　材　種　別



分　類 損傷パターン



損傷の種類



工種 材料

名　　　称



昭和



 施設名

 路線名

 所在地

 供用年月日

 施設管理番号

損傷程度の評価記入表

0

 管内名称

 事務所名

 施設全延長



 距離標



 構造タイプ



1

 点検年月日 平成  点検者名

 ブロック番号


6) 点検調書（その６）損傷程度の評価結果総括（ブロック単位）
[image: image25.emf]点検調書（その６）　損傷程度の評価結果総括（ブロック単位）

様式－

6

～

m

／

年 月 年 月 日

年 月 日 年 月 日



損傷の種類（程度） 損傷の種類（程度）

平成 詳細点検（今回） 詳細点検（前回） 平成



1

 点検年月日 平成  点検者名

 ブロック番号

 管内名称

 事務所名

 施設全延長



 距離標



昭和



 施設名

 路線名

 所在地

 供用年月日

 施設管理番号

 構造タイプ

損傷程度の評価結果総括

0



工種 材料



部　材　種　別



名　　　称 記　号



部材番号


7) 点検調書（その７）健全度ランクおよび対策区分判定結果（ブロック単位）
[image: image26.emf]点検調書（その７）　健全度ランクおよび対策区分判定結果（ブロック単位）

様式－

7

～

m

／

年 月 年 月 日

更新



調査結果



確定 推定

原　因

所　　見



区分Sの

損傷

詳細調査

の必要性

工

種

材

料

名称

継続的に

維持管理

維持工事で

対応する必要

区分Mの損傷

区分E1の損傷



部材種別



記

号

部材

番号



区分Ｋ



区分Eの損傷

区分E2の損傷



最

大

損傷

最

大

最

小

健全度ランク判定区分



部材毎

の評価



最

小



緊急対応の必要性



対策区分



昭和



 施設名

 路線名

 所在地

 供用年月日

 施設管理番号

 構造タイプ

 管内名称

 事務所名

 施設全延長



 距離標



1

 点検年月日 平成  点検者名

 ブロック番号 0


















































































































































































































































































































































[image: image27.emf]スノーシェッド・ロックシェッド点検結果記録図（共通） 調書－３

路線名 管内名称

施設名 事務所名

箇所名 ブロック番号

供用年月日 ブロック延長

m

施設全延長

点検状況 １：全項目を点検したもの ２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 シェッド展開図（5ブロック単位で変状記入）

延長　Ｌ＝ ｍ

△側

ブロック番号○ ブロック番号○ ブロック番号○ ブロック番号○ ブロック番号○

セット番号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セット番号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

凹側

起

点

側

終

点

側



至○○

[image: image28.emf]スノーシェッド・ロックシェッド点検結果写真（施設単位）　　（共通）

調書－４

路線名 管内名称

施設名 事務所名

箇所名 ﾌﾞﾛｯｸ番号

供用年月日 ﾌﾞﾛｯｸ延長

m

施設全延長

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を点検したもの、 ２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

通し番号

ﾌﾞﾛｯｸ･ｾｯﾄ番号

確認内容 通し番号

ﾌﾞﾛｯｸ･ｾｯﾄ番号

確認内容

通し番号

ﾌﾞﾛｯｸ･ｾｯﾄ番号

確認内容 通し番号

ﾌﾞﾛｯｸ･ｾｯﾄ番号

確認内容

[image: image29.emf]スノーシェルタ点検集計表（施設単位）

調書－１

集計は、施設単位とし、5ブロックあたり1行でデータ入力を行う。

１　判　　　定   （１：健全、２：対策不要、３：状況に応じ早めに対策、４：早急に補修補強、５：緊急対応の必要）

２　ｼｪﾙﾀ点検状況   ［１：全項目を目視（望遠鏡含む）したもの、２：上部工の一部について確認できなかったもの、３：下部工の外部の一部について確認できなかったもの、４：その他]
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[image: image30.emf]スノーシェルタ点検結果記録図（共通） 調書－３

路線名 管内名称

施設名 事務所名

箇所名 ブロック番号

供用年月日 ブロック延長

m

施設全延長

点検状況 １：全項目を点検したもの ２：全項目を点検できなかったもの

  → ２の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 スノーシェルタ展開図（5ブロック単位で変状記入）

延長　Ｌ＝ ｍ

△側

ブロック番号○ ブロック番号○ ブロック番号○ ブロック番号○ ブロック番号○

セット番号

セット番号

凹側

起

点

側

終

点

側



至○○

[image: image31.emf]スノーシェルタ点検結果写真（施設単位）

調書－４

路線名 管内名称

ｼｪﾙﾀ名 事務所名

箇所名 ブロック番号

供用年月日 ブロック延長

ｼｪﾙﾀ全延長

m

点検年月日

点検状況 １：全項目を目視（望遠鏡含む）したもの、 ２：上部工の一部について確認できなかったもの、 ３：下部工の外部の一部について確認できなかったもの、

４：その他   → ４の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

通し番号

ブロック番号

確認内容

通し番号

ブロック番号

確認内容

通し番号

ブロック番号

確認内容

通し番号

ブロック番号

確認内容

